
本日以降の講義内容

 コンピュータで数値を扱う際の特徴を理解する

 具体的には以下の事項を確認する

1. 画面に文字，数値を表示させる方法

2. オーバーフロー

3. アンダーフロー

4. 小数の精度

 検証のためにC言語をもちいてプログラムを作成する



実行例（１および２）



実行例（３および４）



実行例（５）


